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大阪ガスの藤田でございます。

本日は、お忙しいところ、当社の2021年3月期第3四半期決算 電話会議説明会に
ご参加いただきありがとうございます。

また、平素は、当社事業につきご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

それではただ今より、2021年3月期第3四半期決算について、当社ホームページで開
示しております、プレゼンテーション資料に沿って、説明させていただきます。
決算数値の説明に先立ちまして、1月25日に公表しましたDaigasグループ カーボンニ
ュートラルビジョンについて説明させていただきます。

4ページをご覧ください。
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当社グループは、これまでもCO2排出削減に積極的に取り組んできましたが、このた
び、2050年のカーボンニュートラル実現に挑戦する決意と取り組みを示すために「カ
ーボンニュートラルビジョン」を策定しました。

2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、当社グループは2つのことに挑戦しま
す。

1点目として、脱炭素化技術であるメタネーションを軸とした、都市ガス原料の脱炭素
化や、再生可能エネルギー導入を軸とした電源の脱炭素化により、2050年に当社グ
ループ事業におけるカーボンニュートラル実現に挑戦します。

2点目として、脱炭素社会実現のためには、技術の確立までに、社会全体のCO2排出
量をいかに削減するかが鍵であると考え、徹底したCO2排出削減貢献を進めます。

社会全体のCO2排出削減貢献については、2030年度の目標を3つ掲げます。

再生可能エネルギーの普及貢献目標500万kW、国内電力事業における再生可能エ
ネルギー比率50%程度、年間のCO2排出削減貢献量1,000万tの3点です。

CO2排出削減貢献量は、2017年に公表した長期経営ビジョンで掲げた目標を、更に
積み増したものになります。
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5ページはカーボンニュートラル時代における、当社グループのエネルギービジネス
全体の絵姿になります。

メタネーション技術を軸とするガスビジネスの脱炭素化、再生可能エネルギーの普及
促進による電力ビジネスの脱炭素化を中心に、水素のローカル利用なども組み合わ
せ、脱炭素化と複数のエネルギー供給によるレジリエンスを兼ね備えたエネルギービ
ジネスをイメージしています。

こうしたカーボンニュートラル社会の実現には、多くのイノベーションが必要となります
が、技術開発の進展や社会情勢などを見極めながら、柔軟に選択していくことが必要
と考えています。

当社グループは、今後の技術進展や経済合理性などを踏まえながら、お客さま先を
含めた、サプライチェーン全体でのカーボンニュートラル実現を目指します。
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6ページはカーボンニュートラル実現に向けたロードマップです。

当社グループは、既にメタネーションの研究開発や再生可能エネルギーの普及拡大
などに取り組んでいますが、今後は中長期的なロードマップに沿ってさらにそれらの
活動を加速させるとともに、他業種とのアライアンスや行政との連携のもと、新たなイノ
ベーションに取り組んでいきます。

また、燃料電池の更なる性能向上やVPP、石炭から天然ガスへの燃料転換など、低
炭素化への取り組みにも積極的に取り組んでいきます。

以上が、当社グループのカーボンニュートラルビジョンの概要です。

次に2021年3月期第3四半期決算と通期見通しの概要について説明します。

8ページをご覧ください。
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8ページには決算のポイントを簡単にまとめています。

当期の連結経常利益は、フリーポートLNGプロジェクト、サビン・シェールガスプロジェ
クトの利益貢献などにより、前年から221億円増益の815億円となりました。
親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年から228億円増益の576億円となりまし
た。

通期見通しについては、出光スノーレ石油開発においてノルウェー領バレンツ海鉱区
権益の一部売却による増益要因はありますが、託送供給事業、器具販売事業の減益
もあり、結果的に連結経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益について、前回
と同額の見通しとしています。



9ページに、新型コロナウイルス感染症拡大、エネルギー需給などが業績に与える影
響をまとめています。

緊急事態宣言の発令、エネルギー需給やLNGスポット価格、卸電力取引所における
取引価格上昇による大きな影響は、当第3四半期時点で発生していませんが、今後
の業績に与える影響を注視する必要があると考えています。
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10ページに、当第3四半期の連結経常利益について前年との比較をまとめています。

当期の連結経常利益は、ガス事業におけるスライド影響、電力事業の増益、フリーポ
ートLNGプロジェクト、サビン・シェールガスプロジェクトの利益貢献による海外エネル
ギー事業の増益などにより、前年から221億円の増益となりました。
なお、スライド影響については、第4四半期は差損局面に入る見通しです。
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11ページは、連結経常利益通期見通しの前回見通しとの比較になります。

先ほどご説明した通り、連結経常利益は前回見通しから変更ありませんが、国内エネ
ルギー・ガス、海外エネルギーのセグメント利益を修正しています。

国内エネルギー・ガスセグメント利益は、春先からの新型コロナウイルス感染症拡大の
影響による託送供給事業、器具販売事業の減益を織り込んだことにより、前回見通し
から50億円の減益となる見通しです。
海外エネルギーセグメント利益は、出光スノーレ石油開発の増益により、前回見通し
から50億円の増益となる見通しです。

なお、足元で低気温によるガス・電力販売量増等の増益影響、卸電力取引所におけ
る電力調達価格上昇による減益影響が一部顕在化していますが、国内エネルギー事
業全体に与える利益影響は現時点で見通しを変更するほどの規模ではなく、また、
今後も変動する可能性があると考えられるため、今回の見通しにはいずれも織り込ん
でおりません。引続き状況を注視していきます。
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修正見通しと前年との比較を、12ページにまとめていますので、ご参照ください。
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13ページは成長投資になります。

当第3四半期は、国内エネルギー事業におけるM&Aや発電所、海外エネルギー事業

における北米上流事業の開発など、1,052億円の成長投資を実行しました。

2020年12月末時点において、財務健全性指標は、一部について資本性が認められ

るハイブリッド社債を考慮すると、自己資本比率が49.9％、D/E比率が0.65となり、中

期経営計画で掲げた自己資本比率50％程度、D/E比率0.7程度を維持しています。

今後も財務健全性とのバランスを確保しながら、企業成長に向けた投資を進めていき

ます。
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14・15ページに、当第3四半期の主なトピックスをまとめています。
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17ページは実績数値まとめになります。
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18ページはセグメント別になります。
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19ページでは、資産、負債等について整理しています。
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20ページから24ページは、見通し関連をまとめています。
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25ページは、販売実績をまとめています。

当第3四半期の連結ガス販売量は、主に個別における業務用等の減少により、前年
から5.6%減少の49億28百万m3となりました。
個別家庭用は、他社へのスイッチング影響がありましたが、気水温影響などにより、前
年から1.2%増加の10億90百万m3となりました。新型コロナウイルス感染症の拡大によ
る、いわゆる巣ごもりによる需要増も一定程度影響しているものと考えられます。
個別業務用等は、新型コロナウイルス感染症の拡大影響などにより、前年から7.4%減
少し、38億10百万m3となりました。

電力販売量は、新規需要開発や福島天然ガス発電所の営業運転開始などに伴い小
売、卸等の販売量が共に増加したことで、前年から21.6％増加の114億35百万kWhと
なりました。
低圧電気供給件数は、2020年12月末時点で147万6千件となっています。
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26ページは、通期の販売見通しになります。前回見通しからの変更はありません。

以上で、私からの説明を終わらせていただきます。
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